
新年の抱負
　　　　ひまわりパーク六本松　今林映一
　ひまわりパーク六本松は開所１０年目を迎えた昨年に事業所移転という大きな変化がありました。当事業所はアート活動を希望する利用者が増えてきたため、事業所を広げ、活動しやすい環境にしたいと考えていました。また窓が少なくコロナ禍においては換気の面での不安がありましたので、慣れ親しんだ六本松から桜坂へと思い切って移転を決めました。利用者がバス停や地下鉄駅の変更により生じる不安のないよう職員が何度も同行し通う練習を重ねました。保護者の皆様にもご協力をいただいたことを深く感謝申し上げます。
　桜坂は静かで利便性もよい地域で、事業所も以前より４０％広くなり、定員も１０名増え４０名となりました。両サイドには窓が並び大変明るくなりました。窓から十分な陽射しと風通しを確保することが可能になり換気も優れ、感染防止にも期待ができるようになりました。何より広くなったことで移動がしやすく、ゆったりとそれぞれの作業活動ができるようになりました。設備面でもトイレやシンクを増やすことで待機時間を減らし快適に利用することができるようになりました。広くなったことを活かし、地域の方々の会合等にもお役に立てればと思っています。六本松から引き続き、地域清掃も始めました。隣の高齢者施設の方々とも良好なお付き合いが始まっています。徐々につながりを増やし、地域に貢献できる事業所としての役割を担っていきたいと思っています。
　このような素晴らしい環境の中で新年の抱負を語れることを嬉しく思います。当事業所では簡易作業とアート活動を行っており、利用者はどちらの作業にもバランスよく取り組んでいます。簡易作業では難易度の高いものもありますが、作業工程を分解し個々のスキルに応じた作業の流れを組み立てています。アート活動では主催の展覧会の開催や公募展に積極的に応募することで高い評価を得ています。福岡県のアートレンタル事業にも登録された利用者が多数おり、メディアからの取材にも多々応えている状況です。ゆったりした環境も整い、より創造性に富んだ作品が生まれることと期待が持たれます。福岡市植物園にもより近くなり、恒例になっている植物園温室ギャラリーでの展覧会のほかにも新たな交流が生まれつつあります。コロナ禍にはありますが、利用者も伸び伸びした活動を広げ障がい者アートの魅力を積極的に発信していきます。引き続き皆様の温かいご支援を賜りたいと思っています。どうぞ今年もよろしくお願いいたします。
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